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研究成果の概要 

本研究課題は、好奇心がどのように脳内演算を変化させ、我々の認知機能に影響を与えるのか明らかに

することを目的としている。そのために、三つの異なる好奇心（１．知覚的好奇心、２．新規情報への

好奇心、３．知的好奇心）をマウスに従事させるパラダイムをそれぞれ構築し、好奇心が感覚処理や行

動を支える脳内ネットワークをどのように変化させるのか検証している。第二年度となる 2024年度は

知覚的好奇心が脳の演算に与える影響の解明について大きな前進が見られた。好奇心の定義に関わる

非常に高いインパクトが期待される結果で、今現在論文投稿準備中であるため、詳細は控える。また、

新規性に対する好奇心の行動パラダイムも完成し、マウスに訓練を開始したので、今後解析を進めてい

く。 
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